
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

一
二

（２。
）

演
劇
評
論
家
の
楠
山
正
雄
も

「誇
張
で
も
な
く
何
で
も
な
く
、
此
の
女
優
の
ノ
ラ
は
日
本
で
始
め
て
女
優
問
題
を
解
決
し
た
記
念
と
し
て
、
舞
台
の
上
に
始
め
て
女
性
を
解
放
し

た
記
念
と
し
て
、
永
く
忘
る
べ
か
ら
ぎ
る
も
の
と
思
ふ
」
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
哲
学
者
で
評
論
家
の
阿
部
次
郎
も

「明
治
の
新
演
劇
の
先
駆
と
見
る
可
き
も
の
は
自
由
劇
場

や
文
藝
協
會
で
や
つ
て
ゐ
る
翻
詳
劇
で
あ
る
。
此
等
の
演
劇
は
其
藝
風
―
―
と
云
ふ
の
は
現
在
左
園
次
や
松
井
須
磨
子
の
個
人
的
藝
風
を
意
味
す
る
か
ら
い
け
な
い
と
し
た
ら
其
の

演
技
の
態
度
―
―
に
於
い
て
明
治
の
心
に
接
近
し
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
脚
本
の
内
容
に
於
い
て
も
亦
歌
舞
伎
新
派
劇
以
上
明
治
人
の
心
に
肉
薄
す
る
者
が
あ
る
」
「
読
売
新
聞
」

明
治
四
十
五

ｏ
二

・
十
八
）
と
述
べ
て
い
る
。

資料2「歌舞伎」114号 (明治43.1)

左団次のボルクマン (口絵)

資料 3「 歌舞伎」136号 (明治44.10)

文芸協会の 『人形の家』第 3幕 松井須磨子のノラ (左)

資料 1「歌舞伎」71号 (明治39。3)

メーテル リンクの 『モンナワンナ』(写真)
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（６
）

（４
）
に
同
じ
。

（７
）

「都
新
聞
」
（明
治
四
十
四

・
九

・
二
十
三
）
、
「東
京
日
日
新
聞
」
（明
治
四
十
四

・
九

・
二
十
三
）

（８
）

俳
優
の
市
川
園
子
に
宛
て
た

「俳
優
Ｄ
君
へ
」
「
演
芸
画
報
」

明
治
四
十
二
・
一
）
の
中
で

「『真
の
翻
訳
時
代
』
と
い
う
も
の
を
興
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

（９
）

「歌
舞
伎
」

一
一
四
号

（明
治
四
十
三

・
一
）
で
は

『ジ
ヨ
ン

・
カ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
に
つ
い
て
島
村
抱
月
の
ほ
か
歌
人
の
与
謝
野
寛
、
吉
井
勇
ら
多
彩
な
執
筆
陣
の

観
劇
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
１０
）

コ
ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

ｏ
ボ
ル
ク
マ
ン
』
は
、
私
と
市
川
左
圏
次
と
の
計
豊
し
た
自
由
劇
場
の
為
に
詳
し
て
く
れ
ら
れ
た
も
の
で
、
私
達
は
そ
れ
を
明
治
四
十
二
年
の
十

一
月
、

第

一
回
の
試
演
と
し
て
有
柴
座
の
舞
墓
に
の
ぼ
せ
た
」
と
、
小
山
内
薫
は

「編
纂
者
の
詞
」
亀
鴎
外
全
集
』
十
四
巻
　
大
正
十
三
）
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
自
由
劇
場
の
旗

揚
げ
公
演
に

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
が
選
ば
れ
た
の
は
、
島
崎
藤
村
の
助
言
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
Ｈ
）

拙
稿

「『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』

―
鴎
外
と
イ
プ
セ
ン
劇
受
容
を
め
ぐ

っ
て
―
」
亀
森
鴎
外
必
携
』
所
収
　
学
燈
社
　
一
九
八
九

・
十
）
参
照
。

（
・２
）

自
由
劇
場
の
顧
間
で
あ
る

「イ
プ
セ
ン
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
「早
稲
田
文
学
」
「ス
バ
ル
」
コ
ニ
田
文
学
」
「新
思
潮
」
「白
樺
」
等
流
派
を
越
え
た
同
人
た
ち
が
観
劇
し

て
い
た
。
谷
崎
潤

一
郎

『青
春
物
語
』
に
も
青
年
た
ち
の
観
劇
時
の
感
動
が
活
写
さ
れ
て
い
る
一

（
・３
）

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
は
単
行
本
と
し
て
画
報
社

（明
治
四
十
二
・
十

一
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

（
・４
）

「実
際
に
文
壇
に
対
し
殊
に
我
等
青
年
に
及
ぼ
し
た
る
感
化
は
真
に
偉
大
な
も
の
で
あ
つ
た
」
「
森
鴎
外
氏
に
与
ふ
る
の
書
」

「文
章
世
界
」

明
治
四
十
三

・
五
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（
・５
）

「当
時
無
名
の

一
文
学
青
年
で
あ
る
私
を
駆
つ
て
、
将
来
の
日
本
の
社
会
劇
作
家
た
ら
ん
と
す
る
大
望
を
抱
か
し
め
、
イ
プ
セ
ン
を
読
む
こ
と
を
教
え
、
私
の
文
学
生
活
の
実
に

大
な
る
曙
で
あ
つ
た
」
と
、
後
に
劇
作
家
と
な
る
久
米
正
雄
も
述
べ
て
い
る
。

（
・６
）

「読
売
新
聞
」
（明
治
四
十
四

・
九

・
六
）
で
は
、
「
『人
形
の
家
』
と
舞
踏
劇
」
と
題
し
て
、
訳
者
の
島
村
抱
月
や
演
じ
手
の
土
肥
春
曙
、
松
井
須
磨
子
、
東
儀
鐵
笛
、
主
宰
者

の
坪
内
逍
遥
の
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『人
形
の
家
』
の
上
演
に
つ
い
て
は
、

一
九

一
一
年

（明
治
四
十
四
）
十
二
月
号

「女
子
文
壇
」
の

「雑
報
」
で

「文
芸
協
会
の

公
演
は
い
よ
い
よ
十

一
月
下
旬
、
帝
国
劇
場
で
開
か
れ
た
。
ノ
ラ
は
婦
人
間
柄
と
も
な
り
男
子
間
の
問
題
と
も
な
る
面
白
い
劇
だ
」
と
報
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ノ
ラ
を
演
じ
た

松
井
須
磨
子
の

「新
し
い
女
優
の
覚
悟
」
と
題
す
る
長
文
の
談
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
・７
）

『新
日
本
文
学
史
』
四
　
（
「萬
朝
報
」

一
九
二
六

・
十

一
）
ま
た
、
「新
し
い
女
」
と
新
聞
や
雑
誌
で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
青
轄
社
で
も
、
ノ
ラ
特
集
号

（
「青
鞘
」

明
治
四

十
五

・
一
）
を
組
ん
で
い
る
。

（
・８
）

後
に
、
川
村
花
菱
著

『随
筆

・
松
井
須
磨
子
』
（青
蛙
房
　
昭
和
四
十
三

。
一
）
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
・９
）

な
お
、
『人
形
の
家
』
の
松
井
須
磨
子
の
演
じ
た
ノ
ラ
に
つ
い
て

「青
鞘
」
を
始
め
批
判
的
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙
稿

「ノ
ラ
の
行
く
え
―
森
鴎
外
と
イ
プ
セ
ン
の
戯
曲
―
」

「
森
鴎
外
研
究
」

和
泉
書
院
　
一
九
八
九

・
十
二
、
『鴎
外
と
女
性
』
所
収
　
大
東
出
版
社
　
一
九
九
二

・
十

一
）
参
照
。

日
本
近
代
劇
再
考

〓
一
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

一
〇

「只
、
初
め
て
女
優
の
口
を
通
し
て
自
然
な
台
詞
が
聞
か
れ
た
と
云
ふ
事
か
ら
自
分
は
松
井
す
ま
子
女
史
を
以
て
、
新
し
く
生
れ
た
女
優
中
の
唯

一
人
だ
と
云
ふ

事
を
憚
ら
な
い
」
と
須
磨
子
の
演
技
を
川
村
花
菱
は
高
く
評
価
し
た
０
。
劇
作
家
の
秋
田
雨
雀
も

「ノ
ラ
に
扮
し
た
女
優
に
対
す
る
讃
辞
は
、
近
来
の
演
劇
界
の
レ

コ
ー
ド
を
破
つ
た
。
私
は

『
日
本
の
女
優
志
願
者
に
は
不
思
議
な
大
謄
さ
が
あ
る
』
と
言
つ
た
が
、
こ
の
ノ
ラ
は
最
も
い
ゝ
例
證
だ
」
「
読
売
新
聞
」

明
治
四
十

五

。
一
０
三
）
と
激
評
し
た
０
。
訳
を
担
当
し
た
抱
月
自
身
も
、
「こ
れ
が
我
が
国
に
お
け
る

『人
形
の
家
』
の
最
初
の
興
行
で
あ
る
と
と
も
に
、
広
く
近
代
劇
と

し
て
も
、
在
来
の
女
形
と
称
す
る
男
優
を
用
ひ
ず
、
女
優
を
主
と
し
て
成
功
し
た
真
面
目
な
劇
の
最
初
で
あ
る
」
「
早
稲
田
文
学
」

明
治
四
十
五

・
一
）
と
述
べ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
け
る

『人
形
の
家
』
の
初
演
公
演
は
、
ノ
ラ
を
演
じ
た
須
磨
子
の
演
技
が
評
判
を
呼
び
、
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
女
優
の

存
在
を
新
し
く
見
直
す
契
機
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
プ
セ
ン
劇
を
最
初
に
上
演
し
て
、
近
代
劇
の
幕
開
け
を
飾

っ
た
自
由
劇
場
の

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・

ボ
ル
ク
マ
ン
』
に
お
い
て
も
女
性
登
場
人
物
は
、
女
形
と
女
優
の
混
合
劇
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
こ
れ
ま
で
の
女
形
の
伝
統
を
脱
し
た
須
磨
子
の
ノ
ラ
は
、
演
劇

史
に
お
け
る
女
優
新
時
代
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
須
磨
子
は
、
文
芸
協
会
の
演
劇
研
究
科
出
身
の
女
優
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
人
気
女
優
、
貞
奴
と
は

違
い
、
演
劇
の
本
格
的
な
指
導
を
受
け
て
成
功
し
た
ま
さ
し
く
最
初
の
近
代
女
優
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

注

（１
）
　

「読
売
新
聞
」
（明
治
三
十
九

・
二
・
十
八
）
に
は
、
文
芸
協
会
発
会
式
に
三
〇
〇
余
人
出
席
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

（２
）

新
舞
踏
劇
運
動
か
ら
俳
優
養
成

へ
と
力
を
尽
く
し
た
逍
遥
の
演
劇
革
新
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
松
本
克
平

『日
本
新
劇
史
―
新
劇
貧
乏
物
語
―
』
（筑
摩
書
房
　
一
九
六
六

・
十

一
）
が
あ
る
。
河
竹
登
志
夫

『近
代
演
劇
の
展
開
』
（日
本
放
送
協
会
　
昭
和
五
十
五

・
十
）
で
は
、
「伝
統
の
様
式
を
生
か
し
て
西
洋
の
文
学
性
を
と
り
入
れ
る
こ
と
、
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
の
詩
魂
と
人
間
描
写
を
歌
舞
伎
の
様
式
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

逍
遥
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
に
力
を
入
れ
る
よ
う
な
っ
た
契
機
に
は
、
川
上
音
二
郎

一
座
に
よ
る

『オ
セ
ロ
』
の
翻
案
劇
上
演
が
あ
っ
た
。

拙
稿

「日
本
近
代
劇
再
考
　
―

『オ
セ
ロ
』
上
演
と
森
鴎
外
の

『歌
舞
伎
』
―
」
「
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
」

一
一〇
〇
五

・
三
）

「読
売
新
聞
」
（明
治
四
十
二

・
三

・
二
十

一
）

5 4 3
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て
女
学
校
の
中
に
は
観
劇
を
禁
止
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
ノ
ラ
イ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
た
。
『人
形
の
家
』
は
日
本
の
社
会
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け

る
問
題
劇
と
な
っ
た
―
。

早
速
、
「歌
舞
伎
」

一
三
五
号

（明
治
四
十
四

・
九
）
で
は
、
文
芸
協
会
で
の

『人
形
の
家
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
演
じ
る
側
の
意
見
と
し
て
ヘ
ル
マ
ー

役
の
土
肥
春
曙
や
ク
ロ
グ
ス
タ
ツ
ト
に
東
儀
季
治
の
話
が
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
外
国
で

『人
形
の
家
』
を
観
劇
し
た
中
村
春
雨
や

『人
形
の
家
』
の
最
初
の

訳
者
、
高
安
月
郊
の
解
説
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「歌
舞
伎
」

一
三
六
号

（明
治
四
十
四

ｏ
十
）
に
は
、
舞
台
写
真

（資
料
３
）
も
掲
載
さ
れ
、
上
演
時
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

好
評
に
つ
き
、
引
き
続
き
文
芸
協
会
第
二
回
公
演
と
し
て
帝
国
劇
場
に
お
い
て
十

一
月
二
十
八
日
か
ら
十
二
月
四
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
前
回

は
カ
ッ
ト
し
た
第
二
幕
を
加
え
、
全
二
幕
を
上
演
し
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

「歌
舞
伎
」

一
三
七
号

（明
治
四
十
四

・
十

一
）
で
は
、
島
村
抱
月
の

「ノ
ラ
の
解
釈
に
就
い
て
」
や
高
安
月
郊
の

「ノ
ラ
の
性
格
」
が
掲
載
さ
れ
、
川
村
花
菱

を
は
じ
め
伊
原
青
々
園
や
芹
影
女
の
劇
評
が
並
ん
で
い
る
。
中
で
も
須
磨
子
の
演
技
を
絶
賛
し
た
の
が
劇
作
家
の
川
村
花
菱
で
あ
る
３
。
「私
演
場
と

『人
形
の
家
ヒ

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
が
ノ
ラ
の
演
出
に
就
い
て
恐
入
つ
た
鷺
だ
け
を
、
ざ
つ
と
述
べ
て
見
れ
ば
、
第

一
に
墓
詞
が
自
然
で
、
そ
の
云
ひ
廻
し
方
が
凡
て
理
屈
に
合
つ
て
居
る

ば
か
り
で
な
く
、
女
優
に
付
い
て
廻
る
イ
ヤ
な
蔓
詞
訛
の
全
然
無
い
事
が
、
出
演
者
凡
て
の
上
に
数
段
も
勝
つ
て
居
た
事
で
、
引
て
は
、
比
較
的
乏
し
か
つ
た

表
情
、
科
の
深
み
と
云
ふ
訣
粘
を
補
つ
て
、
第
二
幕
の
、
離
婚
を
迫
る
場
合
な
ど
も
、
基
本
そ
の
も
の
に
於
て
己
に
力
を
込
め
て

一
言

一
句
が
、
そ
の
最
も
重

用
な
墓
詞
の
云
ひ
廻
し
で
己
に
成
功
し
て
居
た
か
ら
、
表
情
や
科
の
足
ら
ぬ
な
が
ら
も
充
分
な
情
味
が
出
て
、
生
ま
れ
て
初
め
て
近
代
劇
を
見
て
、
や
さ
し
い

や
う
な
、
淋
し
い
や
う
な
云
ひ
知
れ
ぬ
心
持
で
胸
が

一
杯
に
成
つ
て
、
今
迄
の
夫
の
親
切
を
泌
々
と
祀
を
云
ふ
あ
た
り
で
思
は
ず
涙
を
澪
す
こ
と
の
出
来
た
の

は
、　
一
ツ
に
す
ま
子
女
史
の
力
だ
と
思
ふ
。
（中
略
）

そ
こ
で
、
自
分
は
、
只
、
今
迄
焦
れ
て
居
た
新
し
い
女
優
の
技
藝
を
ま
の
あ
た
り
見
る
事
が
出
来
た
嬉
し
さ
で
、
外
の
事
は
何
も
思
ひ
度
く
無
い
。
あ
れ
が

女
優
の
最
上
な
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
は
無
い
。
只
、
初
め
て
女
優
の
口
を
通
し
て
自
然
な
台
詞
が
聞
か
れ
た
と
云
ふ
事
か
ら
自
分
は
松
井
す
ま
子
女
史

を
以
て
、
新
し
く
生
れ
た
女
優
中
の
唯

一
人
だ
と
云
ふ
事
を
憚
ら
な
い
。

日
本
近
代
劇
再
考

〓
一

一-90-―
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

時
代
の
こ
の
国
に
深
る
」
時
代
の
寵
児
だ

っ
た
。

自
由
劇
場
が
設
立
さ
れ
る

一
九
〇
九
年

（明
治
四
十
二
）

一
月
に
は

「ス
バ
ル
」
が
創
刊
さ
れ
、
翌

一
九

一
〇
年

（明
治
四
十
三
）
に
は

「自
樺
」
が
創
刊
さ
れ

る
な
ど
、
文
学
を
志
す
若
き
文
学
者
が
活
躍
す
る
場
と
な
る
文
芸
雑
誌
が
次
々
に
創
刊
さ
れ
て
い
く
。
そ
う
し
た
新
時
代
の
空
気
を
体
現
す
る
劇
と
な
っ
た
の
が
、

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
で
あ
っ
た
。
上
演
を
見
た
多
く
の
若
き
文
学
青
年
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
吉
井
勇
は
、
観
劇
時
の
興
奮
を
歌
に
詠
ん
だ
。

ボ
ル
ク
マ
ン
見
し
帰
り
路
の
酔
心
持
夢
見
ご
こ
ち
を
忘
れ
か
ね
つ
も

谷
崎
潤

一
郎
も
小
説

『青
春
物
語
』
盆

九
三
二
～

一
九
三
二
）
を
書
く
と
い
う
よ
う
に
、
演
劇
の
感
動
が
ま
た
新
た
な
文
学
作
品
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
っ
た
３
。

四
　
近
代
女
優
の
誕
生

一
方
、
文
芸
協
会
が
イ
プ
セ
ン
の

『人
形
の
家
』
を
初
演
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、　
一
九

一
一
年

（明
治
四
十
四
）
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
劇
は
文
芸
協
会

の
最
初
の
現
代
劇
で
あ
り
、
主
宰
し
て
い
た
逍
遥
が
私
財
を
投
げ
打
っ
て
自
分
の
邸
内
に
文
芸
協
会
試
演
場
を
建
て
、
舞
台
開
き
と
し
て
上
演
さ
れ
た
記
念
す
べ
き

作
品
で
あ
っ
た
０
。

ノ
ラ
に
松
井
須
磨
子
、
夫
の
ヘ
ル
マ
ー
に
土
肥
春
曙
、
医
師
ラ
ン
ク
に
森
英
次
郎
、
ク
ロ
グ
ス
タ
ッ
ト
に
東
儀
季
治
、
リ
ン
デ
夫
人
に
広
田
は
ま
が
扮
し
た
。

『人
形
の
家
』
の
初
演
は
、
『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

。
ボ
ル
ク
マ
ン
』
に
つ
い
で
二
番
目
に
上
演
さ
れ
た
イ
プ
セ
ン
劇
と
し
て
世
間
の
注
目
を
集
め
た
だ
け
で
な
く
、

女
主
人
公
の
ノ
ラ
を
演
じ
た
須
磨
子
の
熱
演
が
話
題
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「ノ
ラ
を
見
て
の
帰
り
」
「
読
売
新
聞
」

明
治
四
十
四

。
九

・
二
十
四
）
で
は
、

「然
し
何
と
い
つ
て
も
ス
マ
子
の
ノ
ラ
は
営
日

一
等
の
出
来
だ
つ
た
。
日
本
の
女
性
が
あ
れ
程
迄
に
や
れ
や
う
と
は
思
は
な
か
つ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

奇
し
く
も
、
平
塚
ら
い
て
う
主
宰
の

「青
轄
」
創
刊

（明
治
四
十
四

・
九
）
と
も
重
な
り
、
ノ
ラ
は

「新
し
い
女
」
の
代
名
詞
と
も
な
り
、　
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ

ン
を
巻
き
起
こ
し
て
い
く
。
『人
形
の
家
』
の
上
演
は
、
多
く
の
観
客
を
動
員
し
た
が
、
二
人
の
子
供
を
捨
て
ノ
ラ
が
家
を
出
て
行
く
結
末
は
婦
徳
に
反
す
る
と
し

八
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古
が
で
き
た
の
は
、
開
演
半
月
前
と
い
う
綱
渡
り
の
状
況
だ

っ
た
。

何
し
ろ
あ
の
通
り
長
い
白
だ
か
ら
単
に
そ
れ
を
暗
記
す
る
と
い
ふ
だ
け
で
も
非
常
な
為
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
日
本
の
芝
居
の
自
の
よ
う
に
む
だ
と
い
ふ
も
の

が
少
し
も
な
い
。
（中
略
）
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
ふ
だ
け
で
も
、
人
々
は
熱
心
に
な
ら
ぎ
る
を
得
な
か
つ
た
。
初
は
さ
う
い
つ
た

寧
他
動
的
の
意
味
か
ら
役
者
は
勉
強
し
て
ゐ
た
と
い
う
風
で
あ
つ
た
が
、
脚
本
の
力
は
賞
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
役
の
精
神
が
了
解
さ
れ
て
来

る
と
、
今
度
は
自
分
の
方
の
心
持
が
自
然
と
本
気
に
真
剣
に
な
ら
ぎ
る
を
得
な
か
つ
た
。

時
間
と
の
戦
い
の
中
で
の
開
幕
と
な
っ
た
が
、
鴎
外
の
脚
本
の
力
が
上
演
に
力
を
与
え
た
と
、
小
山
内
は

「自
由
劇
場
の
試
演
を
終
え
て
」
（市
川
左
団
次
と
の

共
著

『自
由
劇
場
』

郁
文
堂
　
大
正

一
。
十

一
）
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
劇
に
か
け
る
鴎
外
の
翻
訳
が
、
近
代
演
劇
の
幕
開
け
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
最
初
の
イ
プ
セ
ン
劇
の
上
演
は
、
演
劇
界
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
文
学
の
上
で
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
鴎
外
の

『青
年
』
（明
治
四
十
三

・

三
～
明
治
四
十
四

・
三
）
で
は
、
自
由
劇
場
上
演
時
の
観
客
の
興
奮
が
描
か
れ
て
い
る
。

『青
年
』
の
主
人
公
小
泉
純

一
は
、
「時
代
思
潮
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
重
大
な
る
出
来
事
で
あ
る
」
と
し
て
自
由
劇
場
の
旗
揚
げ
公
演
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
。

「シ
エ
エ
ク
ス
ピ
イ
ア
や
ギ
ヨ
オ
テ
は
、
縦
ひ
ど
ん
な
に
旨
く
演
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
結
構
に
は
相
違
な
い
が
、
今
の
青
年
に
痛
切
な
感
じ
を
与
へ
る
こ
と
は
む

づ
か
し
か
ら
う
」
と
、
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
で
も
、
ゲ
ー
テ
で
も
な
く
、
イ
プ
セ
ン
の

『ジ
ヨ
ン

ｏ
ガ
ブ
リ
エ
ル

ｏ
ボ
ル
ク
マ
ン
』
だ
か
ら
こ
そ
青
年
の
心
を
提
え
た

と
記
し
て
い
る
。

『ジ
ヨ
ン

ｏ
ガ
ブ
リ
エ
ル

ｏ
ボ
ル
ク
マ
ン
』
は
、
事
業
に
失
敗
し
、
家
の
三
階
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
ボ
ル
ク
マ
ン
が
最
期
に
見
果
て
ぬ
夢
を
か
か
え
て
人
生
を

見
失
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
と
い
う
話
で
あ
る
。
ボ
ル
ク
マ
ン
が
死
を
迎
え
、
調
和
が
示
さ
れ
る
四
幕
目
が
中
心
と
な
る
老
い
の
劇
だ
が
、
む
し
ろ
日
本
で
は
青

年
の
劇
、
生
の
劇
と
し
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。
劇
の
三
幕
で
ボ
ル
ク
マ
ン
の
息
子
エ
ル
ハ
ル
ト
が
母
に
も
従
わ
な
い
、
父
に
も
従
わ
な
い
、
「わ
た
く
し
は
生
き
よ

う
と
思
ひ
ま
す
」
と
主
張
し
た
時
、
観
客
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た
３
。

観
客
の
目
が
、
主
人
公
の
ボ
ル
ク
マ
ン
で
は
な
く
、
息
子
エ
ル
ハ
ル
ト
に
向
け
ら
れ
た
の
は
、
因
習
の
打
破
が
叫
ば
れ
る
時
代
の
機
運
と
合
致
し
た
か
ら
だ

っ
た
。

誰
れ
の
た
め
で
も
な
い

「自
分
の
た
め
に
生
き
た
い
」
と
い
う
青
年
エ
ル
ハ
ル
ト
の
主
張
は
、
当
時
の
観
客
の
声
を
代
弁
し
て
い
た
。
ま
さ
に
エ
ル
ハ
ル
ト
は

「新

日
本
近
代
劇
再
考

〓
一
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

級
の
間
に

一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
呼
び
起
し
」
（中
村
吉
蔵

「明
治
大
正
新
劇
運
動
史
し

た
画
期
的
な
も
の
と
し
て
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
も
の
と
な
っ
た
。

〓
一　
時
間
と
の
た
た
か
い

上
演
に
先
立
ち
小
山
内
薫
が

「私
共
が
自
由
劇
場
を
起
こ
し
ま
し
た
目
的
は
外
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
生
き
た
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
」
と
情
熱
を
も
っ
て
語

る
と
、
万
雷
の
拍
手
が
お
こ
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
近
代
劇
の
幕
明
け
を
告
げ
る
若
き
主
宰
者
、
小
山
内
の
挨
拶
に
観
客
は
み
な
心
踊
ら
せ
た
。
文
芸
の
人
が
こ
れ

ほ
ど

一
同
に
顔
を
合
わ
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。
居
合
わ
せ
た
人
々
の
顔
に
は
、
満
足
の
色
が
輝
い
て
い
た
０
。

島
崎
藤
村
は
、
「初
め
て
イ
プ
セ
ン
の
近
代
劇
が
吾
国
の
舞
台
に
も
上
る
や
う
に
な
つ
た
と
言
つ
て
開
係
者

一
同
そ
の
歓
び
を
分
つ
た
め
に
互
に
祝
盃
を
あ
げ
た

ほ
ど
で
あ
つ
た
」
「
五
月
雨
草
紙
」
附
記
）
と
喜
び
を
語

っ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
で
の
イ
プ
セ
ン
劇
の
初
演
は
、
圧
倒
的
な
支
持
を
も
っ
て
迎
え
入
れ
ら
れ
た
。

舞
台
背
景
や
道
具
は
和
田
英
作
、
岡
田
二
郎
助
ら
四
人
の
洋
画
家
が
協
力
し
た
。
ボ
ル
ク
マ
ン
に
扮
し
た
左
団
次
の
絵
が

「歌
舞
伎
」
（明
治
四
十
三

・
一
）
の
巻

頭

（資
料
２
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
若
い
左
団
次
は
、
老
い
た
ボ
ル
ク
マ
ン
を
演
じ
る
た
め
メ
イ
キ
ャ
ッ
プ
に
凝
り
、
イ
プ
セ
ン
に
似
せ
て
髭
を
つ
け
雰
囲
気
を

出
す
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

訳
は
鴎
外
が
担
当
し
た
。
小
山
内
は

「先
生
は
、
こ
の
長
い
も
の
を
、
吾
々
若
い
者
の
覚
束
な
い
―
―
実
に
覚
束
な
い
運
動
の
為
に
、
好
意
で
翻
訳
し
て
呉
れ
ら

れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
吾
々
の
参
考
の
為
に
、
パ
ウ
ル

ｏ
シ
ユ
レ
ン
テ
ル
の

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
に
関
す
る
評
論
を
ま
で
訳
し
て
呉
れ

ら
れ
た
」
∩
鴎
外
先
生
と
翻
訳
劇
」

「新
演
芸
」
大
正
十

一
・
八
）
と
、
イ
プ
セ
ン
劇
上
演
に
あ
た
っ
て
の
鴎
外
の
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

鴎
外
は
翻
訳
に
あ
た
り
、
戯
曲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
評
論
や
解
説
も
合
わ
せ
て
翻
訳
し
、
上
演
の
際
の
参
考
に
役
立
て
る
な
ど
肩
入
れ
し
た
。
主
役
の
ボ
ル
ク

マ
ン
に
市
川
左
団
次
、
元
の
恋
人
、
エ
ル
ラ
は
市
川
筵
若
、
息
子
の
エ
ル
ハ
ル
ト
は
市
川
園
子

（後
の
猿
之
助
）
、
ヰ
ル
ト
ン
未
亡
人
は
河
原
崎
紫
扇
が
演
じ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
自
由
劇
場
で
は
、
歌
舞
伎
出
身
の
左
団
次
の
縁
で
妹
の
市
川
松
蔦
ら
女
優
と
女
形
が
登
板
し
て
い
る
が
、
玄
人
を
素
人
と
し
て
使
う
と
い
う
意
図
の

も
と
に
歌
舞
伎
臭
を
排
除
す
る
演
出
に
取
り
組
ん
だ
。

し
か
し
、
実
際
の
稽
古
が
大
変
だ

っ
た
。
俳
優
が
何
よ
り
困
っ
た
の
は
、
訳
本
の
出
版
が
遅
延
し
た
こ
と
だ

っ
た
３
。
鴎
外
訳
は
す
で
に

「国
民
新
聞
」
に

一
九

〇
九
年

（明
治
四
十
二
）
七
月
六
日
か
ら
連
載
さ
れ
、
九
月
七
日
に
は
完
訳
さ
れ
て
い
た
が
、
連
載
時
の
切
抜
き
を
持

っ
て
い
る
者
は
少
数
だ

っ
た
。
本
格
的
な
稽
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そ
も
そ
も
日
本
に
お
い
て
イ
プ
セ
ン
劇
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
き
わ
め
て
早
い
。
明
治
二
十
年
代
に
坪
内
逍
遥
が

『
ヘ
ン
リ
ツ
ク

・
イ
プ
セ
ン
』
貧
梨
園
の
落
葉
』

所
収
　
明
治
二
十
五

・
十

一
）
を
表
し
て
い
る
。
翌

一
八
九
二
年

（明
二
十
六
）
に
お
け
る
高
安
月
郊
訳

『社
会
の
敵
』
∩
同
志
社
文
学
」
明
治
二
十
六

ｏ
三
、
四
、

五
　
未
完
）
と

『人
形
の
家
』
「
一
鮎
紅
」
明
治
二
十
六

・
四
　
中
絶
）
が
、
日
本
で
の
イ
プ
セ
ン
劇
の
最
初
の
翻
訳
で
あ
る
。

し
か
し
、
月
郊
訳
は
二
作
と
も
未
完
成
で
あ
り
、
反
響
を
呼
ば
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
月
郊
は

一
九
〇

一
年

（明
治
三
十
四
）
十
月
に

『社
会
の
敵
』
と

『人
形
の

家
』
を
合
わ
せ
て

『イ
プ
セ
ン
作
社
会
劇
』
と
題
し
て
出
版
し
た
が
、
こ
の
時
も
ほ
と
ん
ど
反
響
が
な
か
っ
た
。
後
に
イ
プ
セ
ン
に
深
く
傾
倒
し
、
日
本
の
イ
プ
セ

ン
と
い
わ
れ
た
劇
作
家
の
中
村
吉
蔵
で
さ
え
、
『イ
プ
セ
ン
作
社
会
劇
』
を
読
ん
だ
折
の
こ
と
を

「イ
プ
セ
ン
と
自
分
」
「
テ
ア
ト
ロ
」
大
正
十
五

・
五
）
の
中
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
が
は
じ
め
て
イ
プ
セ
ン
物
を
読
ん
だ
の
は
高
安
月
郊
氏
訳

『人
形
の
家
』
と

『社
会
の
敵
』
で
し
た
。
も
う
二
十
数
年
前
の
こ
と
だ
つ
た
が
、
何
し
ろ

そ
の
時
分
は
小
説
し
か
読
み
つ
け
て
ゐ
な
か
つ
た
し
、
戯
曲
の
本
質
と
か
特
性
と
か
に
は
ま
る
で
理
解
が
な
か
つ
た
せ
い
も
あ
ら
う
。
何
だ
か
イ
ヤ
に
理
屈
つ

ぽ
い
骨
張
つ
た
も
の
だ
、
あ
ん
ま
り
面
白
く
も
な
い
と
い
う
感
じ
し
か
残
ら
な
か
つ
た
。

吉
蔵
の
述
懐
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
プ
セ
ン
が
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
戯
曲
と
い
う
形
体
が
、
明
治
二
、
三
十
年
代
の
日
本
の
読
者
層
に
は
ま
だ
馴
染

ま
な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
演
劇
そ
の
も
の
へ
の
理
解
が
低
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
月
郊
は
、
『金
色
夜
叉
』
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
な
っ
た
文
壇
の
大

御
所
、
尾
崎
紅
葉
か
ら

「妙
な
物
に
手
を
つ
け
ま
し
た
ね
」
と
言
わ
れ
た
り
も
し
た
。

日
本
に
お
い
て
イ
プ
セ
ン
熱
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、　
一
九
〇
六
年

（明
三
十
九
）
五
月
二
十
三
日
の
イ
プ
セ
ン
没
後
の
こ
と
で
あ
る
。
島
村
抱
月
が

「我
が
文
芸

界
が
当
然
是
か
ら
イ
プ
セ
ン
期
に
入
る
で
あ
ら
う
か
」
亀
イ
プ
セ
ン
と
社
会
的
哀
憐
』
「東
京
日
日
新
聞
」
明
治
三
十
九

ｏ
五

・
二
十
八
）
と
い
う
予
言
的
小
文
を

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
没
後
に
日
本
で
は
本
格
的
な
イ
プ
セ
ン
熱
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
イ
プ
セ
ン
熱
の
高
ま
り
の
中
で
、
日
本
で
最
初
の
イ
プ
セ
ン
劇
が
小
山
内
薫
の
自
由
劇
場
に
よ
っ
て
初
演
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
〇
九
年

（明
治
四
十
二
）

の
こ
と
で
あ
る
。
十

一
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
有
楽
座
で
行
わ
れ
た
自
由
劇
場
第

一
回
試
演

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』

は
、
近
代
演
劇
に
お
け
る
輝
か
し
い

一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
こ
と
と
な
っ
た
３
。
自
由
劇
場
の
旗
揚
げ
公
演
は
、
当
時
の
演
劇
、
「文
芸
社
界
は
も
ち
ろ
ん

一
般
知
識
階

日
本
近
代
劇
再
考

〓
一
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

二
　
真
の
翻
訳
時
代

逍
遥
が
俳
優
養
成
研
究
所
を
設
立
し
た

一
九
〇
九
年

（明
治
四
十
二
）
十

一
月
に
は
、
小
山
内
薫
が
自
由
劇
場
を
旗
揚
げ
し
た
。
小
山
内
が
組
ん
だ
俳
優
は
、
歌

舞
伎
出
身
の
市
川
左
団
次
だ

っ
た
。
左
団
次
は
、
二
十
五
歳
の
時
に
父
を
失
い
、
明
治
座
の
座
長
と
し
て
奮
闘
し
た
が
、
西
洋
演
劇
研
究
の
た
め
に
欧
州
を
八
カ
月

に
わ
た
り
旅
し
て
見
間
を
深
め
た
。
帰
国
後
の
左
団
次
は
小
山
内
か
ら
見
て
も

「立
派
な
芸
術
上
の
自
覚
を
持
つ
た
、
ま
る
で
変
わ
つ
た
人
に
な
つ
て
い
た
」
と
い

う
。
こ
の
時
、
小
山
内
二
十
九
歳
、
左
団
次
三
十
歳
と
い
う
若
さ
あ
ふ
れ
る
清
新
な
劇
団
が
誕
生
し
た
３
。

小
山
内
は

「西
洋
に
あ
る
や
う
な
劇
を
興
し
た
い
」
と
、
ド
イ
ツ
の
自
由
劇
場
に
な
ら
っ
て
興
行
主
か
ら
独
立
し
た
演
劇
の
革
新
、
会
員
制
に
よ
る

「無
形
劇
場
」

と
い
う
新
し
い
劇
の
運
営
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
顧
間
に
は
三
木
竹
二
亡
き
後

「歌
舞
伎
」
を
引
き
継
い
だ
劇
評
家
の
伊
原
青
々
園
、
作
家
の
岩
野
泡
鳴
、
徳
田
秋

贅
、
島
崎
藤
村
、
正
宗
白
鳥
、
評
論
家
の
長
谷
川
天
渓
、
詩
人
の
蒲
原
有
明
ら
十
七
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
３
。

国
劇
刷
新
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
逍
遥
の
文
芸
協
会
と
は
違
い
、
小
山
内
は

「真
の
翻
訳
時
代
」
と
い
う
も
の
を
日
本
に
興
し
た
い
と
、
設
立
当
初
か
ら
西
洋

の
近
代
劇
を
主
と
し
て
演
じ
る
こ
と
を
事
業
の
方
針
に
据
え
た
。
後
に
近
代
劇
を
担
う
両
雄
と
並
び
称
さ
れ
た
文
芸
協
会
と
自
由
劇
場
は
、
実
は
出
発
期
の
目
的
か

ら
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「脚
本
の
翻
訳
に
就
い
て
」
「
読
売
新
聞
」

明
治
四
十
二
・
三
）
で
小
山
内
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

川
上
が
今
ま
で
に
遣
つ
て
来
た

『オ
セ
ロ
』
『
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
『王
冠
』
『祖
国
』
『
モ
ン
ナ

・
ワ
ン
ナ
』
等
は
、
ど
の
方
面
か
ら
見
て
も
、
決
し
て
翻
訳
と
銘

の
打
て
る
代
物
で
は
な
か
つ
た
。
文
芸
協
会
で
演
つ
た

『
ヱ
ニ
ス
の
商
人
』
『
ハ
ム
レ
ツ
ト
』
並
に
左
回
次
の

『
ヱ
ニ
ス
の
商
人
』
及
び
モ
リ
エ
エ
ル
の

『ラ

ム
ウ
ル

ｏ
メ
ヅ
サ
ン
』
は
兎
に
角
翻
訳
と
し
て
評
価
す
る
だ
け
の
価
値
は
あ
る
も
の
だ
つ
た
が
、
い
づ
れ
も
ま
だ
断
片
的
の
作
品
に
過
ぎ
ぬ
。
そ
れ
は
原
作
が

時
代
の
古
い
作
だ
か
ら
、
従
つ
て
そ
の
翻
訳
も
、
新
時
代
の
要
求
に
応
じ
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

川
上

一
座
だ
け
で
な
く
、
逍
遥
の
文
芸
協
会
に
よ
る
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
翻
訳
劇
も
新
味
が
な
く
、
「新
時
代
の
要
求
」
に
答
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
左
団
次
の
翻
訳
劇
も
未
だ
断
片
的
だ

っ
た
。
そ
こ
で
、
小
山
内
が

「新
時
代
の
要
求
」
に
応
じ
る
脚
本
、
演
出
法
の
両
面
か
ら
新
天
地
を

見
出
す
翻
訳
劇
を
実
演
し
た
い
と
選
ん
だ
の
が
、
イ
プ
セ
ン
の

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
だ

っ
た
Э
。

四
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る
。

即
ち
二
年
の
修
養
に
よ
つ
て
、
先
づ
脚
本
の
何
た
る
か
を
知
り
、
劇
の
何
た
る
か
を
知
り
、
優
技
の
何
た
る
か
を
知
り
、
舞
台
面

一
切
の
取
扱
ひ
方
の
大
要
を

も
知
り
、
総
合
芸
術
の
他
の
独
立
芸
術
と
異
な
る
所
以
を
解
す
る
解
梯
と
な
れ
ば
足
る
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
演
劇
学
の
予
科
な
の
で
あ
る
。

講
義
は
、
逍
遥
が
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
と
科
自
の
研
究
、
青
々
園
が
演
劇
史
、
金
子
築
水
が
芸
術
哲
学
、
抱
月
が
英
訳
に
よ
る
イ
プ
セ
ン
劇
研
究
、
東
儀
、
土
肥
の

科
白
に
関
す
る
研
究
と
い
う
よ
う
に
、
理
想
的
な
俳
優
教
育
が
行
わ
れ
た
。
「新
時
代
の
新
演
劇
」
を
目
指
し
、
す
で
に
俳
優
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
者
は
入
所
で

き
な
か
っ
た
。

修
業
年
は
二
年
。
生
徒
は
臨
時
入
学
試
験
を
合
わ
せ
て
男
女
二
十
五
名
と
な
っ
た
。
女
性
で
は
山
川
浦
路

（上
山
浦
路
）
、
林
千
歳
、
五
十
嵐
芳
野
が
入
っ
た
。

松
井
須
磨
子
は
荒
削
り
で
品
が
な
く
、
鼻
が
低
い
と
言
わ
れ
、
隆
鼻
手
術
を
し
て
の
参
加
だ

っ
た
。
後
年
、
早
稲
田
大
学
坪
内
逍
遥
記
念
演
劇
博
物
館
の
設
立
に
尽

力
し
、
劇
評
家
と
し
て
活
躍
す
る
河
竹
繁
俊
も
演
劇
研
究
科
第

一
期
生
の
ひ
と
り
で
あ
る
。

第

一
回
公
演
に
は

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
が
選
ば
れ
た
。
シ
エ
ー
ク
ス
ピ
ア
劇
こ
そ
が

「新
し
い
科
自
研
究
の

一
手
段
と
し
て
好
都
合
」
で
あ
り
、
日
本
に
移
植
で
き

る
第

一
の
作
品
と
逍
遥
が
重
き
を
置
い
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
て
。
逍
遥
自
ら
が
訳
し
た
も
の
を
周
到
な
準
備
を
経
て
、　
一
九

一
〇
年

（明
治
四
十
三
）
五
月
二
十

日
か
ら
七
日
間
、
帝
国
劇
場
に
お
い
て
上
演
し
た
。
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
は
こ
れ
ま
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
公
演
は
、
原
作
に
忠
実
に
克
明
に
演
じ
た
と

い
う
点
で
は
類
が
な
い
記
念
す
べ
き
公
演
と
な
っ
た
。

帝
国
劇
場
で
の
最
初
の
新
劇
公
演
と
し
て
興
行
的
に
も
成
功
し
、　
一
七
〇
〇
名
も
大
劇
場
を
埋
め
尽
く
し
た
。
各
紙
が

「文
芸
協
会
の
意
気
を
称
え
」
２
、
国
王

と
墓
掘
り
役
を
演
じ
た
東
儀
季
治
の
演
技
が
評
判
だ

っ
た
。
し
か
し
、
オ
フ
ィ
ー
リ
ア
の
須
磨
子
や
王
妃
の
山
川
浦
路
が
二
年
間
の
修
養
に
し
て
は
大
出
来
と
評
さ

れ
た
も
の
の
、
そ
の
他
の
演
技
者
は
科
白
も
通
ら
ず
不
評
だ

っ
た
。
そ
の
上
後
述
す
る
よ
う
に
、
自
由
劇
場
の
イ
プ
セ
ン
劇
に
比
し
て
、
逍
遥
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

劇
は
、
実
際
に
は
歌
舞
伎
の
様
式
か
ら
脱
し
得
ず
、
清
新
味
に
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
近
代
劇
再
考

〓
一
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富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要

『常
闇
』
の
ほ
か
、
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
第
二
回
大
会
は
二
十
三
日
か
ら
本
郷
座
で
開
催
さ
れ
、
杉
作
代
永
作

『大
極
殿
』
と
逍
遥
訳

『
ハ

ム
レ
ッ
ト
』、
逍
遥
作
新
曲

『浦
島
』
を
上
演
し
て
い
る
。
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
で
は
、
逍
遥
の
朗
読
会
に
参
加
し
て
以
来
つ
き
あ
い
の
あ
る
俳
優
、
土
肥
春
曙
が
オ
フ
ィ
ー

リ
ア
を
演
じ
て
い
る
が
、
全
体
に
素
人
劇
の
域
を
出
な
か
っ
た
３
。

一
九
〇
八
年

（明
治
四
十

一
）

一
月
に
な
る
と
明
治
座
で
の
川
上

一
座
の
革
新
興
業
で
は
女
優
が
四
人
登
場
し
た
。
川
上
貞
奴
は
九
月
に
女
優
養
成
所
を
開
設
す

る
こ
。
世
間
の
毀
誉
褒
貶
に
対
し
、
逍
遥
は

『女
優
の
十
難
』
を
著
わ
し
て
女
優
の
養
成
を
応
援
し
た
。
「東
京
二
六
新
聞
」
の
記
事
が

「歌
舞
伎
」
九
十
九
号

（明
治
四
十

一
・
十

一
）
に
再
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

将
来
の
女
優
に
な
る
に
は
少
く
と
も
十
難
を
経
な
け
り
や
な
ら
ぬ
。
２

）
資
格
難

（三
）
無
師
表
難

（三
）
学
課
無
系
統
難

（四
）
失
費
難

（五
）
自
堕
落

難

（六
）
立
身
難

（七
）
誘
惑
難

（八
）
末
社
難

（九
）
生
活
難
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
序
に
い
ふ
が
、
今
は
日
本
の
芸
術
界
の
最
も
際
ど
い
過
渡
期
で
あ
る

か
ら
種
々
の
試
み
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
催
さ
れ
る
。
僕
の
望
み
と
言

へ
ば
あ
ら
ゆ
る
新
ら
し
い
企
て
に
対
し
て
世
間
の
人
が
可
成
く
寛
大
に
手
柔
か
に
同
情
を

持
つ
て
遇
し
て
や
つ
て
貰
ひ
た
い
。

女
優
に
は

「資
格
難
」
を
は
じ
め
十
難
あ
る
と
警
告
し
な
が
ら
も
、
世
間
が
女
優
養
成
と
い
う
新
し
い
企
て
に
寛
大
に
な
り
、
同
情
を
も
っ
て
将
来
を
見
守

っ
て

ほ
し
い
と
応
援
の
弁
を
述
べ
て
い
る
。

貞
奴
が
女
優
養
成
所
を
設
立
し
た
ニ
カ
月
後
の

一
九
〇
八
年
十

一
月
に
は
、
男
優
の
養
成
所
も
で
き
た
。
か
つ
て
川
上

一
座
に
も
い
た
新
派
俳
優
、
藤
沢
浅
二
郎

が
、
男
優
を
養
成
す
る

「東
京
俳
優
養
成
所
」
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
場
所
は
神
楽
坂
の
高
等
演
芸
館
内
で
、
小
山
内
薫
ら
が
講
師
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に

一
九
〇
八
年
は
、
新
劇
俳
優
が
相
次
い
で
俳
優
の
養
成
学
校
を
開
設
す
る
よ
う
に
な
り
、
女
優
と
男
優
別
々
の
養
成
所
が
で
き
た
。

そ
う
し
た
中
、
文
芸
協
会
に
お
い
て
新
し
い
劇
を
担
う
男
優
と
女
優
を
同
時
に
養
成
す
る
た
め
の
演
劇
研
究
科
を
設
置
し
た
の
が
、　
一
九
〇
九
年

（明
治
四
十
二
）

二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
指
導
講
師
に
は
逍
遥
を
は
じ
め
島
村
抱
月
や
伊
原
敏
郎

（青
々
園
）、
金
子
馬
治

（築
水
）
の
四
人
の
精
鋭
、
俳
優
の
東
儀
季
治

（鐵
笛
）
、

土
肥
庸
元

（春
曙
）
ら
が
顔
を
揃
え
て
い
る
。
劇
の
刷
新
を
行
う
た
め
、
逍
遥
自
ら
が
大
久
保
の
邸
内
に
研
究
所
を
新
築
し
た
Ξ
。
逍
遥
は
こ
れ
ま
で
の
貞
奴
の
女

優
養
成
所
や
藤
川
浅
二
郎
の
東
京
俳
優
学
校
の
よ
う
な

「偏
っ
た
俳
優
を
作
る
」
養
成
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
と

「趣
味
」
（明
治
四
十
二

ｏ
五
）
で
語
っ
て
い
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日

本

近

代

劇

再

考

Ⅲ

―

イ

プ

セ

ン
劇

と

鴎

外

の

「
歌

舞

伎

」

金

子

幸

代

一　

文
芸
協
会
の
設
立

本
稿
で
は
、
「日
本
近
代
劇
再
考
Ⅱ
　
Ｉ
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク

『
モ
ン
ナ

・
ワ
ン
ナ
』
と
鴎
外
の

『歌
舞
伎
』
卜
」
「
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
」
四
十
三
号
　
二

〇
〇
五

・
八
）
の
続
編
と
し
て
ヘ
ン
リ
ツ
ク

・
イ
プ
セ
ン

（口
①
目
『貯
　
Ｈゴ
①
目

一
八
二
八
―

一
九
〇
六
）
の
戯
曲

『ジ
ヨ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
及

び

『人
形
の
家
』
の
日
本
で
の
初
演
時
の
状
況
に
つ
い
て
森
鴎
外
が
深
く
か
か
わ
っ
た

「歌
舞
伎
」
を
中
心
に
具
体
的
に
考
察
し
て
い
く
。
特
に
日
本
に
お
け
る
演

劇
の
新
時
代
を
担
う
近
代
女
優
の
誕
生
に
至
る
イ
プ
セ
ン
劇
の
軌
跡
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

＊

＊

＊

＊

＊

川
上
音
二
郎

一
座
に
よ
リ
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の

『
モ
ン
ナ

・
ワ
ン
ナ
』
（資
料
１
）
が
上
演
さ
れ
た

一
九
〇
六
年

（明
治
三
十
九
）
二
月
に
は
、
坪
内
逍
遥
を
顧

間
と
す
る
文
芸
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
早
稲
田
大
学
の
前
身
、
東
京
専
門
学
校
を
創
立
し
た
政
治
家
、
大
隈
重
信
伯
爵
が
会
長
に
就
任
し
た
こ
。
欧
州
か
ら
帰
国
し

た
島
村
抱
月
が
再
刊
し
た

「早
稲
田
文
学
」
（明
治
三
十
九

。
一
）
に
趣
意
書
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
出
発
時
点
で
は
、
演
劇
だ
け
の
会
で
は
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
文
学

ｏ
美
術

・
演
劇
な
ど
の
文
芸
全
般
の
革
新
を
目
指
し
て
い
た
。
文
芸
協
会
に
お
い
て
演
劇
の
改
善
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、

逍
遥
自
身
が
長
年
に
わ
た
り
演
劇
を
研
究
し
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。

と
り
わ
け
逍
遥
の
目
論
見
は
、
国
劇
の
刷
新
に
あ
っ
た
２
。
十

一
月
十
日
に
歌
舞
伎
座
で
開
催
さ
れ
た
第

一
回
大
会
で
は
、
逍
遥
作
に
よ
る

『桐

一
葉
』
と
歌
劇

日
本
近
代
劇
再
考

〓
一

一-98-―


